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来j で始まる文 (1-後来j 文)、「歪今j で始まる文(，歪今j 文)、「此~.Jで始









































































































































表l 嘉靖本 表2 f史イ云j
本文 注 合言日 本文 日i五五]
詩十「至今j 。3 3 詩十「主今j 4 。
詩十その他 。3 3 詩十その他 。。。。6 6 i合計 4 4 









































この他に詩ではないが類似の例としてこ勾十「此~J 文、認十 111:と '"'-'J 文が
各一例あり、嘉靖本は全て注、 f史伝jは低記である。









嘉靖本の注にはなお「此~J 文単独が十一例ある。 w史伝j はこのうち六例
が本文、五例が注であるが、本文と注を分かつ基準は明瞭ではない。



































を fOJで毘切ると言う別の形式を採用している例が二つある (1-5ね、 64及






























は、嘉靖本の巻数、業数、表 (a)裏 (b)で示し、 2-1a(2巻 1葉表)のように表
記する。




























( 33 ) 
1322)である。
12) 謬立の話を移したのは嘉靖本の方であることは、 ~ll夫前掲警: (87)。
13)この箇所も、毛宗縄本は14bの本文と同じに改めている。
14)出来事を発生)1霞に述べようとする態度は、筆者がかつて論じた「沼鰍児隻鏡霊園J
のものとよく似ているo ir立鰍児笠:鏡重i選uの創作方法J['I~コ国文化j 1993 19-20 
15) r史伝jの該当個所(21)にはこれに対j芯する文がない。(筑波大学)
( 34 J 
